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令和４年３月号

西公民館だより

この季節は例年であれば各地の春まつりと共

(弥生) に人々の心も浮き浮きとしている筈ですが、蔓

延し続けるコロナ禍は収束の気配が無く日常生活の行動には制

約や自粛が余儀なくされています。

西公民館では開催間際に舞踊の”おさらい会”が延期となり

ましたが、「文芸作品展示会」は感染防止の措置を行って開催

しておりますので、来館時にはマスクの着用と手の消毒や検温

をはじめ３密を避けるなどの策を講じていただいて、ご観覧く

ださいますようお願い致します。
館 長 志 村 克 美

主 事 津 田 はるみ

作品展示会のご案内

西公民館の各教室参加者と地域の皆さまから出展して

いただいた文芸作品の「展示会」を開催していますので、

公民館を使用される際に、館内の展示作品を鑑賞して

くださいますようご案内いたします。

記

展示期間 令和４年３月 １日（火）から

令和４年３月１５日（火）まで

＊ 公民館が使用されていない場合は下記に連絡してください。

（館長 又は主事 まで）
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